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論文内容の要旨

本研究は，企業活動の意思決定に有用な情報を提供し的確な判断を支援するシステムへのニーズの高まりを背景

に，意思決定場面での知識ベースの利用と，環境変化時など新しい専門知識の発見場面での知識ベースの改良とを並

行して行えるようにすることを目的としている。不完全な知識ベースを専門家が継続的に利用し改良できる環境を実

現する方式，特に，ナレッジエンジニアを必要としない知識表現方法，専門家が能動的・意図的に行う知識獲得の支

援方法，不完全な知識の利用方法を提案している。提案方法を，数値と文書のデータをベースとして，これらに含ま

れる特徴と特徴間の関係に関する知識を主として扱うビジネス分野の知的意思決定支援システムに適用することで，

有効性を示している。

本研究は上記の研究成果を以下の 7 章に分けて構成している。

第 1 章の序論では，意思決定支援システムの知識ベース構築における知識表現，知識獲得，知識利用の従来の研究

例を紹介するとともに課題を示し，本論文の目的と位置づけを明確にしている。

第 2 章では，不確実性を含む数値データの特徴を記す知識を専門家が自分で定義できるファジィ知識表現と推論方

法を提案し，チャートのテクニカル分析支援システムに組み込むことで有効性を示している。

第 3 章では，数値データの特徴に関する知識を評価した結果から知識ベースの問題点や改善方法を専門家に発想さ

せる知識獲得支援方法を提案し，提案する知識獲得支援機能を備えたチャートのテクニカル分析支援システムを開発

することで有効性を示している。

第 4 章では，文書データの特徴と特徴間の関係に関する知識の構造を反映し，専門家自身が能動的に知識を操作で

きるワークシートによる知識獲得支援方法を提案し，輸入手続きガイダンスエキスパートシステムの構築へ適用する

ことで有効性を示している。

第 5 章では，事例とルールの両方を状況に応じて適切に選択し利用するのに適した事例ベース推論方法を提案し，

記入のルールと事例で帳票記入を支援する資材の見積依頼帳票記入支援システムに適用することで有効性を示してい

る。
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第 6 章では，矛盾した知識を含む知識ベースから推論により複数の代替案を生成する，因果関係知識に基づく予測

シナリオ生成方法と，これに基づき意思決定を支援するシナリオジェネレータを提案し，金利予測支援システムに適

用することで有効性を示している。

第 7 章では，本研究で得られた成果を要約し，今後に残された課題について述べ，本論文の総括としている。

論文審査の結果の要旨

本論文はビジネス分野の意思決定支援システムの知識ベース構築についての研究結果をまとめたものであり，主な

成果を要約すると次の通りである。

(1) 不確実性を含む数値データの特徴を記す知識を専門家が自分で定義できるファジィ知識表現方法と推論方法を提

案し，チャートのテクニカル分析支援システムに組み込むことで有効性を示している。

(2) 数値データの特徴に関する知識を評価した結果から知識ベースの問題点や改善方法を専門家に発想させる知識獲

得支援方法と，文書データの特徴と特徴間の関係に関する知識の構造を反映し専門家自身が能動的に知識を操作

できるワークシートによる知識獲得支援方法を提案し，それぞれ，チャートのテクニカル分析支援システムの知

識獲得と輸入手続きガイダンスエキスパートシステムの構築に適用することで有効性を示している。

(3) 事例とルールの両方を状況に応じて適切に選択して利用するのに適した事例ベース推論方法と，矛盾した知識を

含む知識ベースから推論結果として複数の代替案を生成する因果関係知識に基づく予測シナリオ生成方法を提案

し，資材の見積依頼帳票の記入支援システムと金利予測支援システムに適用することで有効性を示している。

以上のように本論文は，専門家自身が知識ベース中の知識を容易に操作できる環境を提案し，方法を具体的な意思

決定支援システムに適用して有効性を確認しており，情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は，

博士論文として価値あるものと認める。
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